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Su bgen. Stenoghpa

日本産ハナノ ミ科ハナノ ミ族概説611
高 桑 正 敏

FRANcIscoLo, 1952, Annal i Mus. civ. Stor nat.
Giacomo Doria, 65: 331, 344 (type species: Gtipa
malaccana PIc).
本亜属は形態的によくまとまっ
た群であり, 尾節板がより長く発
達して針状を呈する点でMacro-
gtipa亜属とはふつう容易に区別
できる. さらに本属の解説中でも
述べたことだが, 生態的にも本亜
属は特徴がある. すなわち,  シダ
類胞子を日常的に後食することが
確実である点, 生息環境的にはシ
ダ類が繁茂するような, 渓流沿い
など湿って多少とも暗い空間を好
み,  クワズイモのほかシダ類の葉
上に姿を見ることが多い点, また
行動的にも陽のよく当たる場所以
外ではかなり不活発であり, 量天
時でもしばしば葉上に見つかる点
などで, Macrogtipa亜属とは明
瞭に異なっている. TAKAKUwA
(2000) は本亜属を再検討した中
で, 東洋熱帯とォー ストラリァ区
周辺から l6 新種を含む26 種8
亜種を認め, それらの系統的なグ
ルー ピングを行った. 日本産は6
種が認められるが, 斑紋をはじめ
とした外部形態の収敏が著しく ,
同定には注意を要する場合があ
る. これらは大きく次の2 グルー
プに分けられる.
ノムラオビハナノミグループ:
より祖先的な群と考えられ, 複眼
には全体に細毛を密生; 小額肢の末端節は適度な二
等辺_角形状; 触角は太短く, 5-10節は鋸歯状; 尾
節板は長く, 背面が緩やかな竜骨状, 端は尖らない;
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雄の前脛節は内へ湾曲する; 雄第8 腹板は小さ く
厚く , 縦長の釣鍾状; 雄交尾器の右側葉片の付属枝
端は明瞭にえぐられる, などの特徴をもつ.  目本に
は本グループの中でも最も祖先的な種と考えられる

ノムラオビハナノ ミ l 種が分布

図 1. ワタナベオビハナノ  ミ   Gtipa
(Stenoglipa) ωatanabei TAKAKUWA
cl・, holotype.

する. 海外では, 中国南部からベ
トナム,  スンダランドにかけて異
所的に 3 種が知られている.
ハリオオビハナノミグループ:
より子孫的な群と考えられ, 各形
質は変化に富む. 一般に, 複眼は
細毛をほとんど欠くか, 部分的に
陳生 (一部の種は全体に密生) ; 小
額肢の末端節は非常に幅広い二等
辺二角形状; 触角はふつう細長
く , かつ 5-10節は弱く鋸歯状;
尾節板は背面が急峻な竜骨状, 端
はふつう尖る ; 雄の前 節はふつ
う内へ湾曲しない; 雄第8 順板は
薄くて大きく , ほとんどは横に広
がる ; 雄交尾器の右側葉片の付属
枝端はえぐられずに単純, などの
特徴をもつ.  日本には5 種を産
し, 祖先的な順に次の 2 グループ

と構成種から成る.  A: クロサワ
オビハナノ ミ, サタオビハナノ
ミ, ワタナベオビハナノ ミ, B: ハ
リオオビハナノミ,  イシガキオビ
ハナ ノ ミ . 海外においては, 東南
アジァ一帯に別の1 グループを
含む 3 グループ l6 種 (うち4 種
は日本と共通) が知られ, また
ウエーバー線より東の地域では
ニューキーニアを中心に色彩的に特

殊化した別の1 グループ5 種 (1 種は未命名種) が
知られている. 東南アジアの種は,  ポルネオやスマ
トラ,  マレ一半島などに多く栄えており, Bクルー

ll TAKAKUwA, M., Notes on the tribe Mordel lini lColeoptera, Mordellidae) of Japan 6
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プ内の種はスンダラン ド以外の島 においては異所
的ないし側所的な分布傾向を示す.
種への検索表
1.  尾節板は非常に長く, 鞘翅長の0.6倍程度, 先
端は背面からみて鈍い; 雄前脛節は内方に明瞭
に湾曲する; 雄第8 腹板は端中央が2 葉状に突
出した縦長の釣鍾型; 複眼は非常に密に細毛で
被われる
尾節板はより短く, 鞘翅長の0.6 倍に達しない
か,  もし0.6 倍程度の場合は先端が針状に鋭く
尖る; 雄前脛節は直線状か, まれに湾曲しても
わずか; 雄第8 腹板は端へと大きく広がり, わ
ずかに縦長または幅広い; 複限は細毛をほとん
ど欠くか, 部分的に疎生, ときに全体に密生す
る

前胸背は無紋; 雄触角は本亜属と しては太短
く , 末端節の長さは幅の2.4 倍; 尾節板は先端
が狭く切断状一ーーー一 クロサワオビハナノミ
前胸背は有紋; 雄触角は細長く, 末端節の長さ
は幅の3.2 倍以上; 尾節板は背面から見て先端
が針状に尖る
複眼はほぼ全面に毛を生やす; 鞘翅基部紋には
斜め後方へ会合部に達する条紋を欠く ; 尾節板
は側面から見て先端が狭く切断状 一ーーー一4
複眼は下部に疎らに毛を生やすか, ほぼ無毛;
鞘翅基部紋は斜め後方へ会合部に達する条紋を
備える; 尾節板は側面から見ても先端は針状に
尖る

、
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5.  複眼は下部に疎らに毛を生やす; 前胸背は金黄
色徴毛で被われ, 黒色紋はより小さい; 雄の第
8 腹板端の肩部は丸まるーハリオオビハナノミ
複眼はほとんど無毛; 前胸背は白~ 白黄色微毛
で被われ, 黒色紋はより大きく明瞭; 雄の第 8
腹板端の肩部は角張る一 イシガキオビハナノ ミ

鞘翅の環状紋はほぼ円形; 雄第8腹板端は中央
両側が広く湾入し, 肩部は斜めに突き出す

鞘翅の環状紋は前・ 後方部分とも屈曲する ; 雄
第8 順板端は湾入せず, 肩部は広く丸まる

ノムラオビハナノミ Gh'pa (Steaogh'pa) mpponica
NOMURA

ChPa maiacoa a m'p m'ca NoMURA, 1957, Ent.
Rev. Japan, 8: 40, fig. 1.
体長 10.3-13.4 mm. 斑紋と色彩は後述のハリオ
オビハナノミにきわめて類似し, 同所的に分布する
こともあってそれとしばしば混同されてきたが, 前
述したように系統的には大きく異なる. 簡単には,
体は細形, 尾節板はより太く , 端が針状に鋭く尖ら
ないこと, 鞘翅中央の環状紋が雌ではとくに縦長と
なって基部紋に連結するか, かなり近づくなどの点
で区別がっく.  NoMuRA (1957) は本タクソンをハ
リオオビハナノ ミの亜種として記載した. そのタイ
プ標本列のうち, allotype (伊豆諸島御蔵島産, 早)
がハリオオビハナノミであることから推察すると,
まさか, 本亜属の中で斑紋が酷似している種が日本
に複数存在するとは思いもよらなかったのだろう.
屋久島, 奄美大島, 沖縄島では比較的多くの個体
が得られているが, その他での採集例は各1 例を知
るにすぎない. 奄美大島ではクマイチゴやタマシダ
の葉上において, 小顎肢の末端節を用いて何かを口
へ盛んに手需き集めるような行動が観察されたが,  こ
れは葉上に落ちているシダ類胞子を後食しているも
のと考察されている (学会発表: 高桑・ 永幡,
l999). 中国海南島からの記録 (FAN & YANG,
1993) は北ベトナムに分布するG. (S) rectefasciata
Pfc のことと思われる.  なお, 長崎県平戸島産の標

、、、

図2-3.  StenogliPa 亜属2 種. - 2, ノムラオビハナノ ミ Glipa(Stenogl ipa) nippomca NoMURA, 3, ハリオオビハナノ
ミGtiPa(Stenoglipa) hatayama1 11atayamai TAKAKUwA. - a. o;'': b, .
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図4. ノ ム ラ オ ビ ハ ナ ノ ミ Gti1)a(StenogliPa)
nippom'ca NoMURAの分布.

図5.  ノ ム ラ オ ビ ハ ナ ノ ミ Gtlpa(StenogliPa)
mppomca NoMuRA, a: 第8 胆板, b: 交尾器左
側葉片 (内面), c: ditto (右側[面), d: 交尾器?::1側
集1- (内面), e: ditto (右側面). Scales: l mm .
(TAKAKUWA, 2000)

本も検している (未発表).
分布: 五島列島中通島, 屋久島, 大隅諸島黒島,
奄美大島, 沖縄島 [基準産地] ; 海南島?
クロサワオビハナノ ミGhpa(StenoghPa) huro-
saωa l TAKAKUWA
Gtipa kurosaωal TAKAKUwA, 1985, Gekkan-

Mushi, Tokyo, ( l76): 5, 9, pl 2, fig 4, text fig. 1.
体長 8.3-9.2 mm. 全体に非常に黒色味が強く,
前胸背は無紋 ( 見た目に全体黒色),  尾節板端が背
面・ 側面とも明瞭に切断される点で, 本亜属の他の
種類とは容易に区別がっく . また, 触角が太短く,
5-10節はやや明らかな鋸歯状, 前脛節は内へやや
湾曲し, 第8 腹板は小さく, いくらか縦長, 交尾器
の右側葉片は幅広い,  などの祖先的な特徴をもつ.
色彩や斑紋もかなり異なっているものの, 系統的に
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は次種に近いと思われる.
筆者によって l976 年に母島桑ノ木山付近で採集
され, 原記載に用いられた4 雄だけが知られる.
分布: 小笠原諸島母島 [基準産地].
サ タ オ ビハ ナ ノ ミ Chpa (Stenoghpa) azumai
NAKANE
Glipa azumai NAKANE,1950, Trans. Kansai ent.

Soc., 15: 21, fig.
体長7.9-10.7 mm. 本亜属としては前種とともに
小型, 体型は短くて丸みを帯びること, 鞘翅基部紋
のうち後方会合部へと向かう斜帯を欠き, 環状紋は
ほとんど完全な円形となる点で, 他種とは容易に区
別できる.
日本における既産地としては, 高知県中村市, 鹿
児島県佐多岬, 屋久島, 大隅諸島黒島が知られてい
るにすぎず,  ほかに宮崎県産の標本も検している
(未発表) が,  屋久島以外ではいずれも1 例の記録
があるだけのようである. 北ベトナム産は l 雄しか
検していないが, 鞘翅の環状紋は前方紋側方で屈曲
の程度が強いなどの差が認められる.
分布: 四国 (西南部), 九州 (南部) [基準産地],
屋久島, 大隅諸島黒島; 中国南部, 海南島, 北ベト
ナム.
ヮタナベオビハナノ ミ Ghpa (StenoghPa) ωala-
nabe i TAKAKUwA

TAKAKUwA, 2000, Bull. KanagaWa p「efeCt.
Mus. (Nat. Sci ), (29): 68,71, figs. [18A, B], l7C-G.
体長 9.4-12.5 mm. 全体的な感じとしては前種に
よく似ており, 原色日本甲虫図鑑3 巻 (高桑,
1985) では前種に含められている. 前種とは検索表
に示した連いのほか, 体は概してより大きく細形,
触角はより細い点からも区別できるし, 雄交尾器の
構造もよく似るものの右側葉片の付属枝は著しく頑
強で長い.
日本では石垣島と西表島に分布し, やや湿った自
然林中にイシガキオビハナノミと同時に見出される
ケースが多い. ただし, 西表島では各地からイシガ
キオビハナノミに混じて多数が得られているもの
の, 石垣島からはオモト岳中順で筆者が得た2 雌し
か検していない. 台湾では中部の南投県でのみ採集
されており, 八重山諸島産とは明瞭な差異を見出せ
ないものの, 鞘翅の環状紋が上部で会合部から急に
離れる傾向がある. なお, 原記載中, 本種として
写真に示された個体は雌雄ともタイ北部のG. (S)
ohmomoi であり,  後種として示されている写真こ
そが本種である.
分布: 八重山諸島 (石垣島, 西表島 [基準産地] ) ;
台湾.
ハリオオビハナノミ Glipa (Stenoglipa) 1tatayamai
TAKAKUWA

TAKAKUwA, 2000, Bull. KanagaWa P「efeCt.
Mus. (Nat. Sci ), (29): 78, 79, fig 23A-G.
従来 (原色日本甲虫図鑑3 巻の高桑, l985 など)
は M malaccana Pfc (= M annulata (REDTENBA-
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図6.  サタオビハナノミ Glipa (StenogliPa) azumai
NAKAN'Eのl l 本における分布.

図 7.  ハ リ オ オ ビ ハ ナ ノ ミ Glipa (StenogliPa)
m'ppomca NoMし'RA, .

a: 第89更板, b: 交尾器左側集片 (内面), c: ditto
(右側面), d: ''c尾器右側集1;1 (内面), e: ditto
( j j側面). Scales: l mm. (TAKAKUwA,2000)

cHER); 基準産地は大ニコバル島) として扱われてき
た種であり,  また原色昆虫大図鑑2 巻 (野村,
1963) などではコウトウオビハナノミの和名が使
用されている. 一見しただけではノムラオビハナノ
ミによく似ており, 同定にはいちおう注意を要す
る. ただ, それとは亜属内の系統に相当な隔たりが
あり, 複眼はとくに下部にやや疎らな細毛を生やす
程度, 鞘翅の環状紋は雌でより短く, 基部紋とは明
らかに離れ, 尾節板は針状で先端が鋭く尖り, 見た
目の第4 厓X板端の暗褐色毛はごく疎ら,  雄第8  日更板
は端画側が広く丸まるなど, 形態的な差も著しい.
分布: 伊豆諸島,  疏球列島 (中・北部)  [基準産
地] ; 台湾, 中国南部, インドシナ半島, インド北部.
鞘翅の斑紋と尾節板の微毛の違いなどから4 亜
極-が認められ, 目本産は次の2 亜種に分けられてい
る.
Subsp hatayamai s. str. (基準亜種)
体長9.1-l2.8 mm. 触角長は雄で頭部幅の約

1.23 倍程度, 前胸幅よりも少し短く, 鞘題の環状紋
はより縦長, 尾節板の微毛はほとんど全体 (雄は末

-  4

第 l31 号 (2000年10月)

端を除き) が白色微毛で被われる.  トカラ列島中之
島産は体が細く, 尾節板端はいくらか黒色毛が增加
する傾向があるなどの差が見出されるものの,  ここ
では本亜種に含めておく .
分布: 沖縄島 [基準産地],  トカラ列島中之島.

Subsp. izuinsutana TAKAKUWA
TAKAKUwA, 2000, Bul l. Kana9aWa P「efeCt.

Mus. (Nat. Sci ), (29): 80, fig 24A-G.
体長9.l-l3.6 mm. 触角長は雄で頭部幅の約

1.45 倍程度, 前胸幅よりも少し長く, 翅の環状紋

は基準亜種よりも多少とも短く, 尾節板は雄で側面
の基部半分もしくは基部のみ, 雌で背面のせいぜい
基半部分が白色微毛で被われる程度で, 見た目には
雄雌とも背面は大部分が黒い. 地域によって若干の
差異が認められ, たとえば台湾産は革肖翅の環状紋が
さらに短く, 基部紋のうち会合部へと向かう斜線は
角度がより緩やか, 美大島産は鞘翅の環状紋が逆
にやや長い傾向にあるものの, それぞれ本亜種に含
めるのが妥当だと思われる.
分布: 伊豆諸島 (=宅島 [基準産地], 御蔵島),
屋久島, 大隅諸島黒島, 奄美大島; 台湾, 中国南部,
海南島.
イシガキオビハナノミ Gtipa (Stenogtl1)a) ishiga-
k iana KONo

Ghpa zs加ga iana KON0, 1932, Trans. Sapporo
Nat. Hist. Soc., l2: l 52, pl 4, fig. l.
前種によく似た色彩と斑紋をしており, 原色昆虫
大図鑑2 巻 (野村, 1963) 以降しばらくはG mata-
ccanaの1 亜種として取り扱われてきた.  しかし,
種への検索表で示したように雄の第8 a更板の形が
まったく異なり,  また雄交尾器の右葉側片の付属枝
は著しく頑強であること, それぞれの系続はスンダ
ランド一帯で同所的に分布していることから, 両種
を別種関係として扱うのが妥当である.
フィリピンのほほ全域から紅頭l興を経て琉球列島
南部まで分布する一方で, 興味深いことに台湾には
分布しない. 記録した際に, 2 亜極に分かれ, うち基
準亜種が日本に分布する. 紅頭l興から記載された亜
種subsp kotoe,tsis NoMuRAはより細く, 前胸背と
鞘翅の淡色紋がほとんど純白色な点などで区別され
る.  フィリピン各島の個体群もこの亜種に含めるの
が妥当だが, 鞘翅の斑紋などがいくらか異なってい
る.中国からも記録がある(FAN& YANG,1993) が,
分布型からは他の種のことにほとんど疑いがない.
分布: 琉球列島 (南部) [基準産地] ; 紅頭 , フ ィ

リピン, 中国 _浦省
Subsp. ishigakiana s. str.
体長8.81- l3.3 mm. 日本産本属中でもっとも容
易に得られるもので, 自然林ばかりでなく ,  しばし
ば二次林にも生息する.  クワズイモの葉上に見るこ
とが多く, 秋期にも出現する. 大型の難は体幅・ 体
高とも増してすばらしく重量感がある.
分布: 八重山諸島 (石垣島 [基準産地], 西表島,
与那国島) .
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日本から初めて発見されたクロクシヒゲコメツキダマシ

鈴 木 亙''

コメ ッキダマシ科は, 甲虫の中では比較的小さな
グループで, 世界からこれまでに約 l,500種が知ら
れている. 極地域を除く全世界に分布するが, 熱帯
地域にとりわけ多くの種が生息している.  目本から
は, FLEuTIAux(1923) により36 種が記録されて以
降, 久松定成博士や中根 彦博士により多くの種が
記載・ 記録され, 現在では約70種の報告がなされ
ている.  この数は中央ヨーロッパに生息する種数の
約3 倍に相当するが, まだ十分に調査がなされてい
るとはいえず, 本土だけでなく, 小等原諾島や琉球
列島といった亜熱帯地域を含めた調査がさらに進め
ば, かなり多くの新種や未記録種が追加されるだろ
うと推測されている.
筆者は,  このコメッキダマシの仲間に興味を持ち
各地の標本の収集をおこなっているが, 最近, 松本
慶一氏が屋久島で採集されたコ
メ ッキ類の四角紙標本を拝見す
る機会に恵まれた.  このコレク
ショ ンにはヤクシマ ミヤマヒサ

ゴコメッキといった採集例の少
ない種も多く含まれ,  とても充
実したものであったが, その中
からこれまでに見たことのない
大型のコメッキダマシを発見す
ることができた. 体全体が黒
く , 一見メスグロミソ'コメッキ
ダマ シ

'I、ongata bico1or HIsA-
MATsU et M. SAT0, 1959 を思
わせる体型をしているが, より
大型で2 構i歯状の触角をもっ
という特徴のあるものであっ
た.  さっそく標本を頂戴して持
ち帰り, 形態を詳しく調べたと
ころ, 南アジアに広く分布する
クシ ヒケコメ ッキダマシ属
Procladidusに所属するもので
あることが明らかになった.  さ
らに既知種の原記載や模式標本

Proctadidus cooman i FLEUTIAUx, l 927
クロクシヒゲコメッキダマシ (新称)

Procladidus Coomam FLEL'TIAし?x, 1927, Bull. Soc. Zoo1.
F r., 52: 134 -135 (Tonkin: Lac-Tho, Hoa-Binh). (Syn-
type in coll. Mueum National d'Histoire Naturelle,
Pa ris). - FLEL'TIAし'x, 1947, Notes Ent. chin.. Chan-
ghai, l l : 26 (Tonkin).

Proctadtdus cooman i: LucHT, l984, Entomo1 basil..9: 177
[in key]. - Mし'ONA, l993, Ent. scad. Suppl., 44:59,
pl 2, fig. 13 ( Vietnam).
クロクシヒゲコメ ッキダマシ Procladidus c o o -

mam は,  トンキン (現在のベトナム北部) で採集さ
れた個体数不明の標本に基づいてFLEuTIAux(1927)
によって命名記載された大型の種である.  その後,
本種は, FLEUTIAUx(1947) やLUcHT(l984) により

簡単な形態記載がなされ,  さら

Fig. l . ociadidus c m a m FLEし' TI Aし' X
f rom Ya kushima Is.

の写真と比較したところ,  これまでベトナムからし
か記録のなかった Proctad idus c o o m a m FLEuT-
lAux, l927 という種であることが確かめられた.今
回の採集例は, 日本における本極の最初の記録とな
る.  ここに若干の形態記載をつけて, 本種の紹介を
しておきたい.
この小文を草するに当たり, 興味ある標本をご恵
与下さった, 東京都高尾自然科学博物館の松本慶一
氏に深く感謝する.

に MUoNA ( l 993) によりベト
ナム産 (詳細な地名の明記な
し) の標本が原色で図示された
りしたが, ベトナム以外の地域
からの記録は,  これまでまった
くなかった. 今回の屋久島での
発見により, 本種はインドシナ
半島北部だけでなく, 違く海を
隔てた日本にも生息しているこ
とが明らかとなった. も ち ろ
ん, 本種はこれらの地域だけに
生息する (隔離して分布する)
とは考えにくく ,  これらの地域
に挟まれた島々 や大陸にも生息
していることが推測される. 将
来, 両地域をつなぐ多くの地域
やその周辺地域で本種の生息が
確認されることを期待したい.
形態
体長は 17 mm (ベトナム産
は 13.5- l7 mm). 体幅は 4.5
mm. 体は細長い紡 形. 全体

は黑色であるが, 口器 (大あごを除く ), 付節第4 節
および爪は赤褐色となる. 背面は強く膨隆し, 鈍い
オパール光沢を有する. 背面は黒色の短毛で, 順面
は掲色毛の短毛で覆われる.
頭部はわずかに膨隆し, 中央に短い隆起線を備え
る(Fig 2). 触角は第3節より2 構i歯状を呈し, 先
端節は前胸後角に達しない. 前胸背板は強く膨隆
し, 点刻はややまばら, 前方部には1 対の不明瞭な
凹陥を, 基部には明瞭な中央縦溝を備える. 前胸上

l, wataru sし,zUKl: A new record of Proctadidus cooman1 (Coleoptera, Eucnemidae) from the island of YakuShima,
southwest Japan.
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p
4

2 3
Figs 2-4. Proc tadidus coomam FLEし'TIAし'x; 2, head

and pronotum, dorsal 、,ie ・゙; 3, right hind
tarsal segments dorsal v iew; 4, tarsal claw,
lateral view.

側板の外緑部には深い 角溝が存在する. 小幅板は
長四角形で, 前縁ははっきりと縁取られる. 上翅の
条溝は不明瞭. 中・ 後脛節外縁には赤掲色の剌毛横
列を約20列備える. 付節は第2 ・3 節が先端に向
かって若千拡張し, 4 節では顕著となる(Fig 3). 爪
は基半部が幅広くなり, 内縁にはっきりとした切れ

込みをもつ (Fig 4).
検視標本: l , Mt. Moiyo-dake, Yakushima Is.,

Kagoshima Prof., Southwest Japan, 29. VIL1998,
Keiichi MATSUMOTO leg. (in col l. Hosei Univ.
Daini High School, Kawasaki).
分布: ベトナム,  日本 (屋久島 [新記録]).
このような大型で特徴のある種が,  これまで目本
から発見されなかったのは不思議であるが,  それだ
け日本地域のコメツキダマシの調査が十分でないこ
とを示しているのかもしれない.
本極の生態については,  これまでの採集記録が少
ないことから不明であるが, 屋久島で今回採集され
た個体は, 松本慶一氏によると, 地面に倒れた直径
30 cm 程の広葉樹の朽ち木の上を不規則に歩き
回っていたということである. 産卵に訪れたとも考

0ナルカワナガクシコメツキの記録
ナ ルカ ワナ ガ ク シコ メ ッ キ Metanotus naru-

kaωa i K1sHl l, l 996 は, 二重県大内山村南亦山で採
集された l 個体の雄標本に基づいて新種として記
載された種であるが, その後の本種に関する記録は
あまりないようである. 筆者の手元には, 本種と思
われる次の標本があるのでここに記録しておく .
なお, 鈴木・ 山崎(1999) は, 岩手県産のcl''の個体
について触れているが, 今回は調査することができ
なかったので, 次の機会にあらためて報告したい.

l f , 千葉県清澄山, 24. VI. 1990, 山崎秀雄採集;
l f , 山梨県大月市大鹿峠付近 (ライトトラップ), 5.
VII i 994, 中原・ 斉田採集.

第 l31 号 (2000年 10月)

えられるので, 屋久島以南の島で調査される際は,
横たわったt? ち木には'認意願いたい.
近似種との比較
本種は,  ヒンドスタンに生息する P faυrei (FLE-

uTIAux, l 912) にやや似るが, 体がより大型で強l l:
であること, 前胸背板には浅い凹陥が存在し, 表面
は滑らかであることなどの点で識別することができ
る. また, 日本に生息する他のコメツキダマシとは,
体が黒く大型で背面に鈍いオパール色の光沢を有す
ること, 触角は第3 節から 2 構l歯状を呈すること,
前胸背板には中央基部に明瞭な溝が存在すること,
は2 歯状あることなどの特徴によって, 容易に識
別することができる.
本種が含まれるProcladidus属は,  これまでに南
アジア地域から 3 種が知られているにすぎない小
さなグループである. 以前はコメツキダマシ亜科
Eucneminaeに納められていたが,  最近, MuoNA
(1993)  によってコメッキダマシ科の総括的な再検
討がなされ, チャイロコメッキダマシ属Fornaxや
ヒメ ミソコメ ッキダマシ属Dromaeolusなどととも
に新設されたMacraulacinae亜科のMacraulacini
族に移された.

参考文献

FLEし'TIAし' x, E., 19 27. A ddi tion aux Melasi dae de l 'In do-
chine Fran?aise (Insectes Col6opt?res). Buti. Soc.
zoot. Fr., 52: 133-138.

FLEし'TIAし' x, E., 1947. Revision dos Eucnemides (Col6op-
teres) de l 'Ind och ine F ra n?also. No tes Ent. chin.,
Changhai, l l : l -68.

Lし' cHT, W ., 1984. Eine neue Proclad idus-A r t aus clem
Naturhistorischen M useum Basel (Coleoptera, Euc-
neminae, Eucnemidae). Entomo1. basi1., 9: l73-178.

Lし'cHT, W., l987. Die Kafer Mitteleuropas: Kata1og 342
pp. GoEcKE & E、'ERS, K refeld.

ML'o、'A, J., 1987. Generic names of the beetle family
Eucnemidae. Ent. scand., l8: 79-92.

M1uosA, J., 1993. Re、low of the phylogeny. classi fication
and biology of the family Eucnemidae(Coleoptera).
Ent. scand. Suppt., 44: l -133.

( 東京都世田谷区)

ここに記録した千葉県産の標本は, 鈴木・ 山崎
(1999) において, ナガチャクシコメッキに似た新種
Metanotussp. として記録したものである. また, こ
の報文は, 投稿してから印刷・ 発行が終了するまで
に8 年近くかかったため, すべての情報が投稿当時
のままになっていることを明記しておく .

参考文献

i合木 l l_ ・ 山崎 難, l999. -f-業県のコメ ッキムシ科甲
虫. T-葉In生物学会細, 千集県動物1.し: 602-612.文一
総合出版.

(東京都世田谷区, 鈴木 亙)
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続日本産デオキノコムシ覚書*
保 科 英 人

著者は修士課程 ・ 博士課程の5 年間を九州大学
大学院に所属した. 当時, 「己むを得ない」理由によ
り,  ほとんど学会発表なるものを行わなかったが,
それでもわずかばかりの回数ではあるが 「日本産タ
マキノコムシについて」不特定多数の人を前に話す
機会があった. そのつど「タマキノコムシは体色が
地味で種間の変化に乏しく一分類は困難」 とお約束
の前ふりをしていたものである. ならば, 体色が派
手で種間の差が大きいグループであれば分類は簡単
か,  というつつこみが聞こえてきそうだが,  これに
は否と答えざるを得ない. デオキノコムシScaphid-
ium属は, 異論なく 「体色が派手で種間の差が大き
いグループ」であろうが, 森本( l985) で見るように
種によっては雄のみで検索表を作製せねばならず,
見た目ほど分類が簡単なグループではない. 前作,
森本・ 保科( l999) を発表してから (といっても著
者は森本先生の原図を切り貼りし, 封筒に住所を書
いてポストに投函しただけにすぎぬ), 新たに知り
得た日本産デオキノコムシに対する知見をここで発
表したいと思う.

Scaphidium amurense SoLsKY, l 871
( =Scaphidium tsushime;nse SHIROzU

& MoRIMoT0, l 963)
(和名: ツシマデオキノコムシ)

分布: 対馬, 朝鮮半島, 中国, 極東ロシア
Scaphidtum a m t‘ren se は, 極東ロシアか ら

SoLsKY( l871) によって記載された.  また,  ツシマ
デオキ ノ コムシ S tushimense は, SHIROzU &

MoRIMoTo( l963) によって記載され, 対馬固有種と
されてきたが, LOBL(1999) によりッシマデオキノ
コムシは, S amurense SoLsKYのシノニムとされ
た. 恩師の記載した種がシノニムとされ, 著者は悲
憤の涙をこぼさずにはおれなかったが, 世界的権威
のLoBL博士がなされた処置であるから,  妥当であ
るとは思われた.  しかし, 以下の5 つの理由により
も う一度著者自身で調べてみた.  1) 名古屋女子大
の佐藤正孝先生のコレクションの中に, Scaphid-
ium tsushimense Det. LOBL1981 (1987?) という同
定ラベルの付いた標本があるものの,  これは雌個体
であり,  ツシマデオキノコムシの雄交尾器をLOBL
が実際に調べたかどうか解らないこと, 2) LOBL
( l999) で本人がッシマデオキノコムシのタイプを
見ていないと公言していること, 3) LOBL(1999) の
S amure;nseの分布地域に関する記述で, Japan:
island Tsushima, pref. Gunma とあったこと. 群
馬県の対馬か, 対馬と群馬県か (例えばElytraでも
分布の記述でHonshu, Shikokuという表記をして
いる論文がある) 両方に取りうる記述である.事実,

No. 131 (Oct. 2000)

LOBLが l 980年に群馬県で採集したことは, AN-
GELINI & DE MARz0 ( l990) で明らかであり, LOBL
が実際にS amurenseを群馬で採集している可能性
もあるし,  もし 「群馬県の対馬」 と考えているのな
ら,  日本の地理に暗いLOBLが標本のデータを取り
違えている可能性もありうる. またさすがに群馬に
は, ツシマデオキノコムシないしS amurenseは分
布していないのではないかという著者の勝手な推測
もある.  ともあれ LOBLの所持する標本データに一
抹の不安が残ること, 4) 一度シノニムとされた極
をこの手で復活させて, 森本先生に替められたいと
いう下心がないとは言えないこと,  5) LOBL (1968
a) は朝鮮半島からS amur,enseを記録しているが,
幸い平成12 年6 月に著者は韓国産S amurenseを
4 頭採集しており,  また対馬産ツシマデオキノコム
シも佐藤先生のコレクションのほか, 生川展行氏採
集の標本等が多数手元にあり, 比較材料を有してい
たこと,  この5 つの理由である.
まずS amurenseの原記載SoLsKY( l 871) から当
たってみた. 当時としては相当詳しく丁寧に記述し
ている方であるとは思うが, なにせ明治 4 年, 明治
建国の端を発したばかりの時代の記載だ. 全形図が
あるわけではなく , 雄交尾器の図示も望むべく もな
い. しかし, LOBL(1968a) による朝鮮半島からのS
amurenseの初記録とほぼ同時期に, TAMANINI
( l969) が, l路'国ウラジオストック産の標本を基に,
本種の雄交尾器の詳細な図を表した.  これらの文献
と, 対馬と韓国産の標本としばらくにらめっこした
が,  残念ながらやはり LOBL ( l999) の S tsushi-
menseがS amurenseのシノニムであるという処置
が正しいことを再確認した.  LOBL ( l968b) は S
amurense の種内変異が著しいことを述べている
が,  これは地域差ということより, 同地域内での変
異ということだろう. 例えば著者は, 斑紋以外の種
内変異として, 雄前脛節が幅広いもの, 細長いもの
2 つのタイプを見いだしたが,  これは同地域内で両
タイプ出現するので,  この形質をもって対馬産と韓
国産デオキノコムシを分けることはできなかった.
ようするにッシマデオキノコムシに対応する学名は
S amurense ということである.
さて, 対応する学名が変わったので, 本種の和名
はどうすべきであろうか. S amurense という学名
からァムールデオキノコムシという和名がまず思い
つく し,  トンポの和名を参考にすれば,  タイリクデ
オキノコムシ, マンシュウデオキノコムシといった
名前が頭に浮かぶ. 個人的にはこの3 つの中に気に
入りの名称があるが, 学名が変わっても本質が変
わったわけではないので, 無用の混乱を避けるため

* Hideto HosHINA: Further note on the genus Soap加'du‘m(Coleoptera: Staphylinidae: Scaphidiinae) in Japan
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従来の 「ツシマデオキノコムシ」 を踏襲したい (む
しろ, 保科(1999) のように, 学名は変わらないが,
その学名と対応する実際の虫に変更があった場合
は, 和名を変更した方が混乱が少ないと愚考する).

Scaphidium op tabile (LEWIS, l 893)
(和名: コクロデオキノコムシ)

分布: 九州, 四国, 対馬
コクロデオキノコムシは斑紋を欠く真っ黒なデオ
キノコムシで, かのLEWIS(1893) によって, Scaph-
ium optabite として熊本から記載され, その後
AcHARD(l923) によって設立されたParascaphium
属の模式種とされた. しかし, LOBL(1968b) によっ
て, Scaphidium属に移され現在に至っている.
さて,  この LOBL (1968b) では,  コクロデオキノ
コムシ (以後コクロと略す) と近縁と思われるSea-
l)hidiu:m comes (和名新称: チョウセンコクロデオ
キノコムシ, 以後チョウセンコクロと略す) という
種が朝鮮半島より記載されている.  コク口の方は,
まで九州固有種とされてきた.  しかし最近, 生川
氏より, 対馬産コクロの標本をお預かりすることが
できた. 対馬は大陸との関係上, 多くの甲虫屋が訪
問し, 各地の同好会誌に成果を発表されるので, A
回の拙文が本当にコクロの対馬新記録であるかどう
か自信がないが, 一応採集データを公表し, 正式に

図 l-2.  触角.   1, コク oデオキノコムシ:  2, チョウ
セ ンコ クロ デオキノ コム シ. Scale: 1 m m

第 131 号 (2000年 10月 )

記録しておく ことにしたい.
コクロデオキノ コムシ 2 1早, 対馬電良山, 10.

vi i i 988, 生川展行採集.
さて, 対馬という 「微妙な」地理的条件から, 「黒
いからコクロデオキノコムシだろ」 という同定はも
ちろん許されず, チョウセンコクロとの比較が必要
となった.  これも幸い佐藤先生のコレクショ ンと,
九州大学のコレクションの中に l メスづつのチョ
ウセンコクロの標本があり,  これまた佐藤先生のコ
レクションの中の Scaphidtum optabile と いう

LoBL博士の同定ラベル付き対馬産コクロの標本を
調べることができた.  またLOBL( l968b) の中にコ
クロとチョウセンコクロの 2 種を含んだ検索表が
あり,  この検索表を参考にすることができた.  これ
だけ参考材料があるのであるから, 「対馬の黒いデ
オキノコムシ」 に関してはすんなりいく と思われ
た.  しかし, 残念ながらこの検索表なるものが鬼門
であった. よそ様の検索表にケチを付けると 「お前
のはどうなのか」 という集中砲火を浴びること必然
であるのでなるべく はさけたいのが本音ではある
(実際, 著者の作成した検索表で落ちないという意
見を寄せられたことあり ). しかし, この検索表の詳
細な紹介は省くが, 検索表にある触角第 l ~3 節間
での長さの比がどうだこうだというのははっきり
いって使えない形質である (図 l -2). また検索表に
ある前胸背板の点刻の状態もまた, 個体差が大き
く ,  この 2 種の区別には使えない形質である.  これ
以外の検索表に示されている形質は,  オスのみで使
われるものなので (後胸a更板の点刻・ 毛), 単刀直入
に言えばメスでは,  コクロとチョウセンコクロの区
別は難しい. 著者はチョウセンコクロのオスを検す
る術を今の所持たず, この2 種のオス同士を比較す
ることができなかったが, この2 種のオス標本を同
時に調べたLoBL博士の同定標本の存在と,  対馬産
のオス標本が明らかに九州産のコクロと同形質を持
つので, 対馬産の 「黒いデオキノコムシ」 は,  コク
ロデオキノコムシと同定した.
コクロの分布に関しては,  もう一つ新知見があ
る. 前述のように,  コクロは今まで九州固有種とさ
れてきたが,  LOBL ( l968b) の中で調べられたコク
ロの標本のうちの一つに, 1早, Tokushima, col l.
Slovak National Museum, Bratislava というもの
がある.  この Tokushima産と称する標本に関し
て, 採集者・ 年月日等の情報は一切記述されていな
い. 他の標本に関しては,  きちんとこれらのデータ
を記述してあるのだから, LOBL博士の怠慢ではな
く ,  この標本そのものにきちんとしたラベルがっい
ていないのであろ う. 現在まで,  このTokushima
産のコクロの記録は, 今まで単に忘れられてきたの
か, 何かの間違いであるとして一笑に付されてきた
のか,  どちらかはわからないが,  コクロが四国に分
布するとはされてこなかった. 著者は別に探値ごっ
こが好きなわけではないが, 取りあえず3 つの仮説
を立ててみた. l) Tokushimaは例えば対馬か何か
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の間違い. 外国人が採集したのであれば,  このよう
な事は日常茶飯事だろう, 2) 九州内のマイナー地
名のTokushimaではないか, 3) コクロは九州固
有種ではなく四国にもいる,  という 3 つである. ま
ず, 仮説 l は肯定も〟A定もできない.  可能性として
永違に残るだろう. 仮説2 であるが, まず熊本県と
の県境に近い福岡県高田町に徳島という地名があ
る.  また, 肥前国に著名な戦国大名の龍造寺氏と血
緑関係があった徳島氏という豪族があり,  この徳島
氏の屋效跡付近にやはり徳島と=ii iする地名が今も
残っている.  この他にもTokushimaという地名が
九州内にあるやもしれぬ. 仮説8 であるが, 著者は
愛媛の石鎚山と徳島の剣山ではさんざん採集してい
るが,  コクロを採ったことはない.  そこで, 仮説1
か2 が妥当なところだろうと考えていたところ, 徳
島県在住の吉田正隆氏のデオキノコムシのコレク
ションをお預かりする機会があり, その中になんと
4 頭の徳島産コクロがあったのである.  念のためオ
ス交尾器を九州産のものと比べ, やはりコクロと断
定した.  平成12 年度札幌の鞘翅学会大会では,  カ
ミキリムシの採集地データの間連いの可能性が取り
沙汰されていたが, 徳島の甲虫を多く採集され同県
の甲虫相の解明に力を注がれておられる吉田氏の標
本である. 採集地データを疑う方はおられまぃ.  ス
ロバキアの博物館所蔵のコクロはおそらく九州では
なく, i N須賀家のお9養下でかつ阿波踊りの徳島で採
集され,  また吉田氏の標本をもってして本種が四国
に分布することは絶対確実である. 本種はいずれ本
州でも見つかるかもしれぬ. それとも著者の知らぬ
雑誌で既に発表されているのであろうか? どちらに
せよ拙文はコクロが四国に分布することの再発見と
いうことになろう.  なお, 肝心の LOBL博士は徳島
が四国か九州にあるか, 特に興味を持たれなかった
ようで, LOBL(1997) でもコクロの分布域は, Kyu-
shuとのみ記されている.
末筆ながら,  日頃よりご指導を頂いている九州大
学名誉教授の森本 桂先生に厚く御礼申しあげると
ともに, 貴重な標本を調べる機会を与えてくださっ
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た名古屋女子大学の佐藤正孝先生, 三重県在住の生
川展行氏, 徳島県在住の吉田正隆氏 (五十音順) に
心より御礼申しあげる.
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0フサヒゲルリカミキリの古い記録
非常な1日聞で恐縮だが, 筆者の所持するフサヒゲ
ルリカ ミキリ (Agapant加a fapomca KANO) のデー
タを記録しておきたい.

3c,'''c,''', 長野県 科温泉, 24. VII, 1946, 木村欣二
採集.
採集場所は, 科温泉の滝の1易という旅館の下手
であった. おそらくその所有地だったかと思う. 旅
館からの排水が小流となって, 周辺がススキ,  ノハ
ナショウブ,  ワレモコウなどの混じる草地をなして
いた.  カンソ'ウの類もあったがュウスケ'の知識はな
かった. 当時, 筆者は10才であった. この草むらを
わけて歩くと,  フサヒゲルリが飛び立って2~3 m
先の葉先にとまる.  これで次々 に採れたのでfliぶ前

に探す事をしなかったのが悔やまれる.  さらに悔や
まれる事は,  この時, 幼虫採集管しか携行しておら
ず, それに詰め込んだために, 互いにll能iみ合って数
頭がすべて駄目になってしまった. 翌目, 再び同じ
場所を訪れ, 採集したのが前記の標本である.  この
地をその後訪れていないが, おそらく現在は, 市街
地となっているだろう.
大野正男博士が, Field Biologist 5 巻2 号( l995)
に発表された本極に関する知見総覧を拝見したとこ
ろ, 科の記録はない様なので, 旧間を顧みず, 記
録しておくこととした. 大野博士及び上記の文献を
筆者に意与され, 発表を蘭められた高桑正敏博士
に, 感謝の意を表する.

(東京都大田区, 木村欣 = )
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0キイロアラゲカミキリほか数種力ミキリの採集例
榛原郡本川根町において,  カラスザンショウをス
イー ピングしてキイロアラゲカ ミキリを採集するこ
とができたので報告する.  日本産ヵミキリ大図鑑に
よると, 本種は愛知県の都市部での記録が東限で,
東日本では得られていなかったようである.
本川根町では, 過去にスネケブカヒロコバネカ ミ
キリが得られており,  ミッキ' リソ'ウムシやクロフア
シナガカッコウも得られるなどかなり南方系の昆虫
が進出している地域である.  また, 静岡県では記録
の少ない次のようなカミキリも得ているので併せて
報告しておく .
1. ケブ トハナカ ミキリ

CaraPhia lePturoides (MATSUSHITA)
l 1ｽ,  本川根町長島,  24.  VI . l999 ; l f,  本川根

町平田, 2. VII i999.
タ方6~7 時ごろ土場脇に山積された伐採枝の葉
がなくなったものに静止中の個体を得た.
2.  スネケブカヒロコバネカ ミキリ
Menonoeda hirsuta (MIToN0 et NIsHIMURA)

lc,?, 本川根町梅地, 7. IIX. 1999.
カラスザンショウの花をすく って得た. 同地域に
は,  ネムノキがかなり多く見られる.
3. トラフホソバネカミキリ
Thramusυanegatus BATES

46 46♀♀, 本川根町長島,  16.VI.-5.VIII.1999.
ほとんどの個体は, 土場脇にあった1 本のサクラ
の枝先に飛来したもの.   日中12 時頃より l 時頃が
多く, タ刻や朝早くでは見られなかった. 材にはほ
とんど集まらなかったが,  '「後2 時~3 時頃に雌が
産卵行動をしているのを数回見かけた.  また, 同じ
く土場脇にあったァカメガシワ生木の折れた部分
に, 産卵行動を取っている個体も観察している.
4. ムネマダラ ト ラカ ミキリ
Xytotrechus grayii (WHITE)

l 頭, 本川根町長島, 23.VI. 1999; l , 同上, 24.
V II i999.

6 月23 日の個体は, 頭胸部のない死骸を土場の
材上で見つけたもの. 他の l 個体は, 土場周りの下
草薬上で得た.
5.  マダラゴマフカミキリ
Mesosa Poectia (BATES)

1ｽ,  本川根町長島 ,23.  V2000
二次の雑木林の中で, 巻き結らしされた樹種不明
の樹皮が黒い立ち枯れ木より得られた. 静岡県で標
本の確認できる記録としては,  l982 年の1 雄に継
ぐ2 頭目の記録と思われる.
6. キイロアラケカミキリ
Penthides rufoflaυus (HAYAsHl)

l f 2♀♀, 本川根町梅地, 2.VIII.1999; l,。,'', 同上,
5. Vm. l 999; l f , 同上, 7. VIII. l999.
スネケブカヒロコバネカミキリを採集するつもり
で,  カラスザンショウの花をすくったところ得られ
た. 同地では, 谷沿いにカラスザンショウがかなり
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見られる. 今のと ころ分布の東限と思われる.
7. カスガキモンカ ミキリ

Paramenesia kasugensis (SEKI et KOBAYASHI)
1 ｽ,  本川根町長島 ,23.  VI .1999
夕刻5 時頃, 伐採技を山積みにした周囲を飛翔中
の個体を得た.
8. ヒゲナガヒメルリカミキリ
Praoha citn'm'Pes BATES

l♀, 本川根町梅地, 29. VII i 999.
飛湖中の個体を偶然見つけ,  ダンコウバイの葉に
静止したところを採集した.

(静岡県焼津市, 杉本可能)

0山梨 におけるヒラテナガクチキの採集例
ヒラテナガクチキStolius diυersipes (Pfc) は少な
い種で,  これまでに山梨県大菩薩嶺, 長野県扉峠,
=重県大台ヶ原, 大分県黒岳から記録されている.
筆者は, 山梨県須玉町本谷川金山沢で本種を採集し
たので報告する.

1早, 3. X. l998; 2 , l9. IX. 1999. (いずれも筆
者採集)

、

/

、

いずれも林内でシオジの枝を叩いて採集した. 採
集したのは, 青い葉が付いた折れてあまり時間が経
過していない枝と生木に残った半結れの枝で, 古い
枯れ枝では採集できなかった. 本種の発生時期が,
生木の枝を多数折る台風の通過時期と一致しており
興味深い.
なお, 近似種ヨツポシキバネナガクチキStol ius

υagepictus LEWISは, 一般に本種より低標高地に生
息するとされているが, 1998年10月 3 日, 金山沢
(標高約1,400 m) より標高の高い瑞牆山荘付近 (標
高約 l,600 m) にて, サルナシの結れッ'ルを叩いて
採集した.
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ムネモンヒメハナカミキリの分類と分布について

窪木幹夫・ 栗原明雄

ムネモンヒメハナカ ミキリ Pidom'a (Pidoma)
misemnaS et A. SAITo, 1992 は, 紀伊半島の弥山
産の標本を用いて記載された.  これ以前, 本種には
P. (P) maculithoraxという学名が使用されてきた.
斉藤らは, P. :mactdithoraxの基準標本を調べ, ムネ
モンヒメハナと P macutithoraxは, 異なる種であ
ると指摘した. そして, 学名がなくなってしまった
ムネモンヒメハナにmisemnaという種小名を与え
た.
従来, ムネモンヒメハナは, 中部山岳地域の西部,
中国山地の東部そして紀伊半島に分布するとされて
きた. しかし, P misemnaの記載では, 弥山以外の
標本が使用されていないし, 他地域の標本とも比較
されていない. 早川・ 降旗( l993) は, 本種の木曽御
岳山の採集記録の報告に, 紀伊半島特産とされてし
まったムネモンヒメハナP misemnaの種名を当て
るわけにもいかないので, ムネモンヒメハナの近緑
種P. sp. として報告し, 紀伊半島以外の標本と比較
をしていない記載の不備を指摘した.
筆者らは,  東海地方から関東地方南部のPidoma
調査の過程で, 紀伊半島の個体とは異なるムネモン
ヒメハナを採集した. そこで, はじめにムネモンヒ
メハナから外されてしまった近幾地方西部から中部
山岳地域の西部の標本と紀伊半島のムネモンヒメハ
ナを比較した. 次に,  これらと東海地方から関東地
方南部の標本を比較検討した.  これらの結果につい
て報告する.
本文に先立ち, 貴重な標本を提供して下さった加
藤昭児, 中林博之, 佐々 治寛之博士の各氏に厚くお
礼申し上げる.
l )  近幾地方西部から中部山岳地域の西部
検視標本: l f, l ♀, 兵庫県大屋町氷ノ山 (標高

1,100 m), 3. vII i993, 窪木採集; 1 早, 福井県池田
町冠山, 12. VI. l982, 佐々 治採集; 4 ,1 ♀, 富山
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県大山町有峰湖 (1,190 m), 15. VI. 1997, 窪木採集;
1 f , 3 , 長野県戸隠村戸隠高原(1,l90 m),29. VI.
l996, 窪木採集; 1 早, 新潟県妙高高原町富士見平,
l 6. VII i984, 中林採集; 3 , 1 ♀, 岐阜県高根村
千間樽(1,500 m), 13. VIL 1999, 加藤採集.
近畿地方西部から中部山岳地域の西部の標本と紀
伊半島の稲村ヶ岳, 弥山や大台ヶ原山の標本を比較
すると体形, 色彩, 特に前胸側部の黒紋,  さらに
交尾器 (図2 と5) や末端節腹板 (図3 と6) などの
形態がほぼ一致した.
2)  東海地方~関東地方南部
検視標本: lc,''', 山梨県塩山市笠取山, 9. Vn.1995,
栗原採集; l  , 同市斎木林道 ,  27 .  VI .1998 , 栗原
集; l f , 同市大菩薩, 27. VI. l998, 栗原採集;
l f , 1 早, 静岡県中伊豆町天城山 (1,050 m), 12. VI.
l999, 窪木採集; 10'', l 早, 同, 栗原採集; 3 , 3
, 同地, 10. VI 2000, 窪木採集; 3d;''cl'', 3 ,静
岡県富士宮市高鉢山(1,700 m), 10. Vn. 1999, 窪木
採集; 2 , 2 ♀ ,同, 栗原採集; l f , 長野県上村
しらびそ峠21. VI. l998, 栗原採集.
紀伊半島から中部山岳地域の西部の個体と比較し
て, 東海地方から関東地方南部のそれは, の末端

節腹板の中央が丸く, 浅く切れ込む (図9). c,''交尾
器の中葉片の先端が突出する. また, 盲管divertic-
ulumが長い (図8) など, 形態が異なっている. 体
の黒色部の退色が著しく, 軸翅斑紋の縮小が顕著で
ある. 図7 に示した高鉢山産 個体は比較的黒紋の
発達した個体である. 退色の著しい個体は, 軸翅端
の黒紋を欠く.
稲村ヶ岳 (奈良県) の と高t年山 (静岡県) の早
の交尾実験で, c,'''が♀にマウントし, 交尾器中葉片
内の内包endophallusの挿入を試みた例を観察し
ている.
以上の結果から, misemnaとして弥山から記載

6 7 9
図 l-g.  ムネモンヒメハナカミキリPtdoma (Pidoma) mtsem,Ia S et A. SAITo. (f. 1-3, 集良県大台ヶ原産; 4-6, 長野

県ri躍p権; 7-9, 静岡県高f本山産. 2.5,8, 交尾器中集I t ; 3,6,9, 末端節9更板; a, 言管.

- 11 -
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されたムネモンヒメハナは, 紀伊半島特産種ではな
く, 従来考えられてきたとおり, 氷ノ山, 中部山岳
地域の西部にも分布すると考えられる.  しかし, 東
海地方から関東地方南部に分布する個体群は,  これ
らの地域とは形態的に連いが認められた. 両者の分
類学的な関係は, 中部山岳地域の東部や関東地方北
部の調査を行ったうえで結論を出したい.

第 l 31 号 (2000年 10月 )

引用文献

_川広文・ 降成進一郎,  l993. 長野県のカミキリムシその
後.  まつむし, 83: 27-34.

SAITo, S e t A., l992. A new Pidom a f rom M t. Misen and
its cohabitants. Acta Coteoptero1. JaPon., (2): 18-25.

(選木: 東京都世田谷区)
(栗原: 東京都武蔵村山市)

0シララカハナカミキリを日高山脈芽室岳で採集
シララカハナカミキリ Judotia sexmaculata LIN-

Ntは, 北海道においては渡島半島を除く地域の概
ね標高1,000 m以上の高地に局地的に分布する. 本
種の幼虫は極東大陸では針葉樹を寄主とすることが
知られ, 北海道でも既知産地の大部分は自然度の高
い針葉樹林または針広混交林に位置している.  この
ような生態を反映してか, 針葉樹林の発達が悪い目
高山脈における本種の記録は非常に少なく , わずか
に藤村 (1957) が具体的なデータを示さずに 「新冠」
において「得られている」と述べているにすぎない.
者は本種を目高山脈の芽室岳で採集したので記録
しておきたい.

l 早, 北海道清水町芽室岳北尾根 l,300 m付近 (環
境1J:メッシュ番号6442-26-52), 19. VII i999, 芳
賀 馨採集 ・ 保管.
採集地点は樹高4~5 mのやや 小化したダケカ
ンバの疎林で, 林床はササ類を :11体としハイマツが
散在していた (写真). 当目は霧雨を突いての登頂で
あっ たが, -前10時ころから晴間が見えたため頂

一

,
◆,

i室岳北尾根のシララカハナ力 ミキリ採集地点

上部の雪渓を撮影しょうとして荷を下ろしたとこ
ろ, 上記の個体が叩き網 (白) にむかって飛来した
ものである.
採集した尾根の植生は, 環境庁の植生図によれ
ば, 標高700~1,050mがェソマツ・ ダケカンバ群
落,  1,050~1,500 mがササ・ ダケカンバ群落とさ
れている.   しかし実際には,  標高1,050~1,200m
のわずかの幅であるが,  アカェソ'マツが目立つ工ゾ
マツ・ トドマツ群落が存在している. 芽室岳の南東
斜面 (芽室町美生川源流部) では伊藤(1991 ) により
カタキカタビロハナカミキリが記録されているが,
本種も目高山脈では非常に記録が少ない針葉樹食性
の種である.  これらの種は, 上記のように局所的に
存在する針葉樹林に依存してかろうじて生存してい
るのかもしれない.

参考文献

藤付俊彦,  l957. 力ミキリムシ雑記. あきつ, 6:41-44.
伊藤勝彦, 1991 . 身1室町美生川流域における中 相(I). Syt-

t,icota 9: 23 - 30.
伊藤浩,11 ・ 春本雅更,  1979. 現存 生図・ 御影. 環境庁.
大林延1、: ・ 佐藤正華 ・ 小島:;l- - ,  l 992. H本 ヵ ミキリ

ムシ検・素図説. 450 pp. 東海大' f:出版会.
佐々本.由一・ 長11 1表・ 鈴木敏1?,  1993. 北海通のカミキ
リ科の分tliについて. jezoensis, (20):49-162.

(埼玉県浦和市, 芳資 )

OImathia rguk!,uensis ( ゾウムシ科) の追加記録
Imathia ryukyuensis は K oJIMA & MORIMOTo

(1998) によって記載された種で,  沖縄・ 石垣・ 西
表・ 与那国の4 島からの分布が知られている. 新産
地はない力i, 本種の標本を若干所持しているので報
告する.

2頭, 沖縄本島与那翻岳,  16-21. IV. 1997, 筆者
採集; l 頭, 西表島古見, 8-11. IV.1997, 筆者採集;
1 頭, 西表島祖納岳, 8-11. IV. 1997, '華者採集.
原記繊によると, 本種は常緑広葉樹林の林緑部の
洛ち葉をふるって採集されているようだが, 今回報
告したものはすべて林床に放置された,  まだ枯れ葉
のついている伐採枝 (スダジイ他) のビーテイング
によって得た.
採集に同行していただいた東京農業大学昆虫資源
学研究室の石川忠氏にお礼申し上げる.

参考文献

KoJIMA, H and K. MoRIMoT0. 1998. New hnathia from
Japan and Tai、van(Coleoptera: Curculionidae, Cur-
culioninae. Storeini). Entom. Sci.. l(2):249-255.

(東京農大,  吉武 啓 )
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ミトコンドリアDNAによるクロオサムシ (0homopterus albrecht i)
とその関連種の分子系統

Ken OYAMA ・ 蘇 智慧・ 富永 修・ 斉藤秀生・ 柏井伸夫・ 大澤省三

蘇ら (1996) は,  ミトコンドリア(mt) ND5 造伝子
を用いて,  日本の 0homopterus (オオオサムシ亜
属) の分子系統を調べ 8 系統の存在を推定した. そ
の中の JSE ( 日本海島・ 東日本) と名付けた系統は
他の7 系統と異なり, 本州を横断した分布域をもつ
点で特徴的である. 対馬のッシマオサムシ, 隠岐の
オキオサムシ, 本州の紀伊半島以北に分布するヤマ
トオサムシ,  スルガオサムシ, ルイスオサムシとそ
の亜種とされるァワカズサオサムシ, およびクロオ
サムシがこの系統に含まれる.  クロオサムシは多く
の亜種に分けられ, キタクロオサムシ,  トウホクク
ロオサムシ, エサキオサムシ, サドクロオサムシ,
マルバネオサムシなどがその代表としてあげられ
る. 当時は資料不足でわずか l l サンプルを分析し
たにすぎなかったが, その後, 各地から多数のサン
プルを集め,  これまでに77 個体を分析,  系統関係
をかなり詳しく推定することができた. その結果の

0 02 0 01 0

Di st ance

ツシマオサムシ

オキオサムシ

(▲)

■

◆

(◎)

(●)

ヒメオサムシ

図1. クロオサムシ類のミ ト コン ドリアCOI通伝 j'-
による系統樹.  図右の (  ) 内のシンボルは図2
の地図のものに対応. I- VIl は本文中の亜系統に

対応.
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大要を予報と してここに紹介するが, 形態からの
種, 亜種の区分や系統関係とは, 多くの点で一致せ
ず, 形態変化と系統分化は必ずしも同調していない
ように思われる.

MtND5 とCOIの2 種類の遺伝子を用いたが, 細
かな点を除き両者の系統樹はよく一致しているの
で,  ここでは簡略化したCOIの系統樹をあげてお
く (図 l ). 系統樹の外群には, 日本南西部のいわゆ
るヒメオサムシを用いたが, すでに蘇ら (1996) が
報告したように, 今回取り扱ったグループとは違縁
である.
図2 に示したようにここで取り上げるグループ
はmtDNA では明確に7 亜系統に分けられる (図 l
のI-VII). これら7 亜系統は短期間に放散している
ので, 詳しい分岐順を推定することはわずかの例外
を除き現時点では無理である. 以下, 亜系統別に解
説する. 図 2 のサンプルの採集地点の地図を見ると
分かるように, 調べた限りでは, 新潟県の一部を除
き, 亜系統間の重なりはなく, 明らかな地域特異性
が見られる.

(I) 対馬のッシマオサムシのみを含む. (II) 隠岐の

図2. クロオサムシ類のサンプルの採集地点. ごく近
い産地, または同一産地の場合は,  一つのシンボ

ルに複数(2- l l) 個体が含まれる.  これらの
mtDNAには,  ほとんど差力1認められなかった.
III-VIIは本文中の亜系統に対応. 図中ツシマオ
サムシ (I),  オキオサムシ(II) は除いてある.
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オキオサム シからなる. (III) 紀伊半島から中部地方
南西部のヤマトオサムシが入る. (IV) 神奈川, 静岡
を中心に分布するルイスオサムシを主体とするが,
静岡のスルガオサムシの1 サンプルのほか, クロオ
サムシの亜種とされるマルバネオサムシの一部もこ
こに入った. (v) 関東北部から新潟県新発田を経て
粟島にかけて分布するもののほか, 糸魚川付近のク
ロオサムシが入る. 後でも述べるように佐渡のクロ
オサムシ (サドクロオサムシ) はここに入らず, 粟
島のクロオサムシとは異なる亜系統に属する. (VI)
7 亜系統中もっとも広い分布域をもつもので,  北海
道南西部から東北地方の太平洋側に沿い房総半島南
端までのものが入り, ルイスオサムシの亜種とされ
るァワカズサオサムシや, 房総半島のクロオサムシ
の亜種エサキオサムシも含まれる. 北海道内のキタ
クロオサムシは, 産地による差はほとんどなく,  ご
く最近分布を拡大したものと考えられる.  また,  こ
れらは岩手県八甲田町のものときわめて近縁で, 本
州東北の太平洋側のクロオサムシとも近く,  日本海
側のクロオサムシ (サドクロオサムシやトウホクク
ロオサムシ) とは組まない.  このことは, 非公式に
「オサムシ・ ニュースレター」 4 号9 頁( l996) に書
いたが, ム・回の解析でこのことがいっそう明確と

第 l 81 号 (2000年 10月 )

なった. (vIl) この系統は, 本州東北の日本海側に
沿って分布するもので, 新潟県の本土側とその対岸
の佐渡か ら秋田県を経て青森県の下北半島に達す
る. なお, 図2 で示したように西は富山県の一部ま
でいる.  この亜系統の中には岐阜のヤマトオサムシ
とみられるものや, サドクロオサムシを含む形態的
に分けられたいくつかのクロオサムシの亜種が含ま
れる. さらに, 図2 の実線で囲った領域は, 調べた
サンプルの産地を連ねたにすぎず, 各亜系統の分布
境界線を正しく表しているものではない. また, 複
数の亜系統の境界では, 交雑個体が含まれている可
能性もある. いずれにせよ,  ここに紹介した
mtDNAの7 亜系統の分岐は古く, それらの存在を
疑う余地はほとんどないと言ってよい.

参考文献

su, z _H., et a1., l996. Parallel evolution in radiation of
Ohomopterus ground beetles inferred from mi to-
chondrial ND5 gene sequences. J. Met. Et1o1.. 43:
662 - 671.

(0 YAMA ・ ・ 大澤: JT生命誌研究館)
(富永: 奈良県奈良市)

(斉藤: (財) 自然環境研究センター)
(柏井: 宝仙学園)

OAntpedus (Paretater) subcostatus と呼ばれる
Korea産コメツキムシ

Koreaに は上 翅が 朱 赤 色 を し た A. (P)
subcostatus (KoLBE, l886) と A. (P) ana1o9icus
(KoLBE, l886) が分布している.  これらはきわめて
類似していて, 現在でもその実態はよく分かってい
ないが, 前種については原記載で全形図が付けられ
ている.
筆者は, Korea産のA. subcostatusと思われる雌
雄標本を入1: し, その形態を調査した. 雄の体長は
9.5 mm内外.  体は黒色で黒色毛を生じ,  上翅は朱
赤色である(図A). 触角の第2 節は短小で, 第3 節
から鋸歯状を呈し, 第4 節は第5 節とほぼ等長であ
る (図B). 前胸背板は台形状で, 背面は膨隆し, 正
中部の後方は浅い縦l'1]満を有する (図C). 交尾器
(背面) の側突起の末端の二角状部は幅より長く, 外
縁角には10個内外の段刻を生ずる (図D i ).

=輪(1933) は, 日本に分布する同類の種は, これ
らKorea産と同種と思われるとしているが,  日本
産で最も類似しているのは, G. LEWIS( l894) が熊本
県の大矢山から新種として記載したA. (P) milesで
ある.  しかし, 触角の第2-4 節や前胸背板や雄交尾
器の形態に相連がみられるので, 別種と考えられ
る. 図示した標本はSeoul 産の雄である. 終わりに
標本を支援していただいたSeoul Women's Univer-
si tyのProf. Tao-Man HANに感謝の意を表する.

引用文献

KoLBE. H. J., 1886. Beitrage zur kenntniss der Coleopter-
on-Fauna Koreas. Arch. Naturgesch: l39-240, ref.
l 97- 19 9.

LEWIS, G.,1894.On the Elateridae of Japan. Ann. Ma9.
nat. Hist., (6) l3: 26-48.

一輪究四郎, 1933. 朝鮮i,Eu1]頭虫に就いて. 台湾博物会会
報, 23(125): 151- l60.

(愛知県岡崎市,  大平仁夫)
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0静岡県下のミッギリ ソゥムシ科甲虫の記録
1. エノキミ ッ ギリ ソ'ウムシ
Eterozemusu ceuis (LEWIS)

l 頭, 様原町石雲院, 2. V. 1997.
非常に特徴的な種で, 他の日本産ミッギリソウム
シと間違えることはないだろう. 筆者の知る限り本
州では初めての記録と思われる. 石 院の社寺林と
して残された林中でヤマモモの幹に静止中の個体を
得た. このヤマモモは, 胸高直径約30cm程で, 結
死部や腐朽部はなかった.  また, 飛孔なども見受け
られなかったので, 偶然飛来したものと思われる.
石雲院の社寺林は, 胸高直径で1 mほどのスダジ
イ ・ ツブラジイ ・ ヤマモモ・ スギの古木からなり,
周囲の林も,  スダジイを主体とした雑木林で,  ミヤ
マクロハナカミキリ・ヨコヤマトラカミキリ・シロス
ジカ ミキリ ・ センノ キカ ミキリ ・タテ ジマカ ミキリ

などが生息していたが, 静岡空港の建設のために付
近の様相は一変しつつある.
2. アカッッホソミッギリゾウムシ
Caih'pare加s faPomcus (NAKANE)

2 頭, 水窪町五丁坂頭山, 29. VII i990; 17頭,
水窪町常光寺山, 22.VII i991; 1 頭, 水窪町五丁坂
頭山, 4. Vm. l991.
本州では=重県平倉と伊豆半島で記録されてい
る. 水窪では, 叩くと崩れ落ちてしまうく らいに
なった朽木より得たほか, 伐採されて間もない広葉
樹の幹に, 多数のキクイムシ類と共に来集している
ところを得た.  キクイムシはかなり 孔を作ってい
たが, 本極は, 樹皮上を排徊しているだけで, 特に
生態的な観察はできなかった.
3. クロツツホソ ミッギリソ'ウムシ
Caltiparett‘s koj imai MoRIMoTo

9頭, 静岡市上千枚沢, 21-25. VIII. l993; l 頭,
本川根町梅地, 5. Vm. l999.
上千枚沢では, 直径 loomくらいの樹皮のない樹
種不明の倒木上を歩行していた個体や, キクイムシ
の開けたと思われる事孔の中に頭部を突っ込んでい
た個体を採集した. 梅地では,  カラスザンショウの
花をすくって得た. 採集環境を比較すると, 上千枚
沢は千枚岳の山順にあり, 標高 l400 m地点でヤナ
ギとハンノキの中にミズナラが混じる林であるが,
梅地は標高500 mでスダジイやコナラにネムノキ
やケヤキ・ カェデなどが混じる林であり, 共通性が
あまりないように思われる. 本種の分布には, 植物
は関係ないのかもしれない.
4. ミッキ'リソ'ウムシ

a rhync加s pcωon' RoELoFs
l♀, 本川根町長島, 23. VI. l999.
同地域では, すでに数個体が採集され記録されて
いるが, 個体数はかなり少ない. 長島ダムの工事で
切り出された材木上を歩行している個体を得た.
5. ムツモンミッキ'リソ'ウムシ
Pseudorychodesmsignts (LEWIS)

lc,''', 静岡市新田, 16. Vm. l973; l f , 静岡市安部
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峠,  24. VII. l978; lc,'''2早, 水窪町五丁坂頭山, 1.
VIII. 1987; l f , 水窪町門桁山,  10. VII i988; 2c,''',
水窪町五丁坂頭山,  l 4-15. VII i989; ld'', 水窪町
常光寺山, 3. VL1990.
伐採地での灯火採集や, 土場の材木上で得た. 採
集例は比較的多いが, 個体数はあまり多くはないよ
うである.

(静岡県焼津市, 杉本可能)

0静岡_果におけるオオサカアオゴミムシの記録
オオサカァオゴミムシChiaemuspencaMus RED-

TENBAcHERは, 保育社の日本甲虫図鑑 (II) によると
関東地方の平地にはやや多いらしいが, 静岡県から
は今までに報告されていなかった. 隣県の神奈川で
は今までに2 ヶ所から記録があるにすぎない (苅部
治紀, l999, 神奈川虫報, ( l25): 39-40). 筆者は本
種を静岡県において採集しており, 古い記録ではあ
るが重要なデータと思われるため報告しておく . 採
集場所は, いわゆる里山にある水田 (棚田) の畦道
に置かれた板の下である.

l ?1 ♀, 静岡県富士郡芝川町羽i付(MC5238-64-
55), 6. VIL 1990, 石川採集.

本種を採集した場所を10年ぶりに訪れたとこ
ろ, 当時は l 軒の家もない水田地帯であったのに,
今では住宅が多く建ち並び残された水田も放棄され
乾燥化しているところが多かった. そのため, 採集
する場所もない状況で本種の再確認はできなかっ
た. 周辺には 10年前と同じ様な環境が存在するた
め,  まだどこかに生き残っているものと思われる
が,  オオサカァオゴミムシは湿地環境の消失により
大きな影響を受けている種の一つと思われる.
なお, 静岡県では記録の少ないヒトッメアオゴミ
ムシChtaemus deticiolus BATESの採集例も合わせ
て報告しておく .  いずれも尾根部の草地の石下より
得た.

l f , 静岡県島田市上相賀 (MC5238-21-72), 18.
v. 1982, 石川採集;  l(,?, 静岡県榛原郡相良町東萩
間 (MC5238-11-02), 18. VI. 1990, 石川採集; l f ,
同地, 2. VIII. l 990, 石川採集.

(静岡県静岡市, 石川 均 )
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0クポタヤマ トヒゲプトァリツカムシの採集例
Diartiger kubotai NoMuRAクポタヤマトヒケ'ブ
トァリッカムシは東京都, 山梨県, 滋賀県, 京都府,
和歌山県, .島取県, 愛媛県, そして福岡県産の標本
に基づいてNoMuRA (l997) によって記載された.
本種は近縁の Diartiger fossutatus fossulatus
SHARP コヤマトヒケ'ブトァリッ'カムシとは用更背板
の基部の凹みがより深く幅広いこと,  オスでは中脚
転節の突起先端が尖ることと同腿節に歯状突起がな
いことにより区別されている. 本種を含むDiarti-
ger属はそのほとんどが好蟻性として知られてお
り, 本種の寄主としてはLasius u,asius) j、apomcus
SANTscHI ト ビイロケァ リ (NoMURA, 1997 では L
mgerとしているがこの種は後に fapomcusのシ
ノニムとされた) が知られている.
筆者はこれまで本種の記録がなかった神奈川県,
埼玉県産の標本を検する機会を得たので, その生態
的知見についてもあわせて報告する.

l (図)2 ・  神奈川県藤野町沢井沢 , l0 .V l 998,
橋村正雄採集; 1 1 早, 埼玉県荒川付川浦t美谷 l5.
VI. 1997, 豊田浩二採集; 1 ・  同所 , l3.  V1 . l999,  筆
者採集; 2?, 同秩')i、市天目山林道12. VL 1998, 豊
田採集; 2♀, 同有馬山, 21. VI. l998, 豊田採集;
2♀, 同所, 5.VI. 1999, 豊田及び筆者採集; 1~, 同
浦山渓谷広河原沢, 12.VI. l999, 鮪ﾒ採集 ; 2f 2早
同吉田町城 g f山,  29.  V. l999,  豊田及び筆者採集
lc,?, 同大滝村大陽寺近く, 4. VII i999, 同大洞橋付
近, 4. V 2000筆者採集; l f , 同' _取林道,  6.  V
2000, 豊田採集. 野村周平氏保管の1  (埼玉県秩
市有馬山産,  l998) 以外は筆者保管.
今回検した標本のうち,  l998 年に埼玉県秩父市
有馬山で得られた個体は,  これまで記録のなかった
Mimica sp. の巣より得られている.  それ以外の個
体はすべて林道脇の日当たりの良い場所におかれて
いた石の下に営果していたトビイロケァリの巣より

神 川ll-1産クポタヤマト ヒケ ブトァリ '' fカムシ
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得られた. 採集者の豐田氏によればこの個体は集の
内部より採集されたということであるが,  コヤマト
ヒケ'ブトアリッ'カムシも本来の寄主以外のァリの果
に偶発的にいる事も知られているので (野村氏私
信), その個体も一時的にいたのではないかと思わ
れる.
また,  A・回あげた採集地のうち,  標高 500m以
上である神奈川県藤野町, 埼玉県秩父市天目山林
道, 浦山渓谷, 荒川村川浦1美谷, および大滝村大陽
寺から採集された個体はコヤマトヒゲプトァリヅカ
ムシと共に同じ巣内より得られた.  しかしながら,
これよりも標高の低い場所ではコヤマトヒゲブトァ
リッ'カムシのみしか得られない.  このことから,  ク
ポタヒケ'ブトアリッ'カムシは主に山地に,  コヤマト
ヒケ'ブトアリッ'カムシは平地に主に生息し, その
ちょうど境目付近の標高には両種が混生しているの
ではないかと思われる.
末筆ながら,  日頃からお世話になり, 本極に関し
ての情報をご教示頂いた国立科学博物館の野村周平
博士, 神奈川県小田原市の平野幸彦氏, 貴重な標本
を意与下さった東京都足立区の橋村正雄氏, 埼玉県
1義山町の豊田浩二氏に厚く御礼申し上げる.

引用文献

NoMし'RA, 1997. A systematic revision of the clavigerine
genus Dtartiger SHARP from East Asia (Coleoptera,
Staphyl inidae, Pselaphinae), Esakia, (37):77-110.

(東京農大,  新井志保)

0アリスア トキリゴミムシの生態的知見 (追補)
豊田 (2000) では Lachnoderma asperum BATES
アリスアトキリゴミムシの好難性を示唆する知見に
ついて述べた.  しかしこの中で本種の生態的知見に
ついて重要な文献を引用漏れしていた事が明らかに
なったので, 追捕の意味も含めて本種の越冬例につ
いて報告する.
本種の越冬場所については田中( l997) で大阪府
桂川の事例が報告され, 薄脇の砂地や石ころのすき
間, 苔の下から多数の個体が得られた事が記されて
いる.  また斎藤 (1999) の針葉樹の朽木からの例も
ある.  さらに豊田(2000) ではカワラケァリの越冬
集団内もしくは周辺の石の下での越冬が予想され
た.
このたび筆者は, 本種の越冬に関して若干の知見
を得ることができた. 越冬が確認されたのは, 埼玉
県嵐山町の都幾川河川敷である. 当日はァリッカム
シ採集のため, 当地にわずかに残るススキ原にてり
タ一を振るっていた.  ススキの根際に積もるリター
を採取するため鎌で結茎を伐採したところ, その株
の中央付近のりタ一中より越冬中のアリスアトキリ
ゴミムシが現れた. この株をさらに丹念に調べてみ
ると, 根際に理もれていた石の下よりさらに複数個
体が得られた. また,  このススキの根の隙問からは
同時にカワラケァリの越冬群も確認された. ケアリ

6 -
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類はススキの根株によく コロー一 を形成するよう
で, 以前, 別の場所でススキの根を調べた際,  トビ
イ ロケアリ のコ ロニーがススキの根株より確認さ
れ, 好蟻性昆虫をいくつか採集したことがある.  こ
れは活動時の話であるが, 今回の場合も状況的には
ちょうどこれと似たようなものであった.
回の例から判断すると, アリスアトキリゴミム

シの越冬場所はカワラケァリのコロニーがある場所
の周辺で, ある程度湿度が保たれている環境である
ということが考えられる. 田中( l997) の中でも同
じ場所でァリの越冬が見られたが, 直接アリの巣か
らは見出せなかったことが記されている.  これは・ム
回の場合とほとんど同じである.
豐田(2000) では好蟻性を指し示す知見のひとっ
としてカワラケァリの行列からの採集例を述べた
が, すでに森( l997) でトビイロケァリの行列での
観察例が報告されている. 共に1 例づつの報告では
あるが, 本種がケァリ類の行列に参加することはほ
ぼ間連いないであろう.
以下に嵐山町での採集データを示す.
3 頭, 29. XII.1999; l 頭, 23. 1. 2000, いずれも埼
玉県嵐山町大蔵の都幾川河川敷, 筆者採集, 保管.
末筆ながら, 文献について御教示いただいた神奈
川県藤沢市の渡辺 崇氏に く御礼申し上げる.

引用文献

森 正人,  1997. アリスアトキリゴミムシの生態に関する

知見. ねじればね, (76): 8-9.
斎藤勝雄, l 999. アリスア トキリゴミムシの採集例. インセ

クトマップオブ宮城, (10):39.
田中 勇, l 997. アリスア トキリ コ ミムシの冬 採集. ねじ

ればね, (76):8.
田「,ll・ :, 2000. アリスアトキリ コ' ミムシとカワラケァリ

の関連について. 甲虫一ユース, (l27/ l28):13- l5.
(埼玉県嵐山町,  豊田浩二)

0石川 未記録の力ミキリムシ4 種の記録
石川県未記録のカミキリムシを採集したので報告
しておく. 富山県のカミキリムシの記録については
富山県昆虫同好会の北村征=郎氏にご教授頂いた.
御礼申し上げる.
1.   ヒゲブトハナカミキリ
Pac pidoma Oodemeyen (PIc)

lc,''1♀, 石川郡尾口村尾添, 30. VII i 999, 江崎功
二郎採集.
北陸では富山県下で1 例の記録がある.

2. オダヒゲナガコバネカ ミキリ

GiaphyMa acih's (HAYAsHI)
l f , 加賀市刈安山, 20. V 2000, 八神徳彦採集.
北陸では初記録と思われる. 石川県ではこれ以前
に記録があるとされているが, 標本が確認できない
等の理由で石川県ヵミキリムシ目録からは削除され
てきた (井村,  1998). 採集地の刈安山山頂にはホ
ストとされるモミの分布はない.  平野部に分布する
モミから発生した個体が吹き上げられたか, 周辺に

No. 131 (Oct. 2000)

点在するァカマツから発生した可能性が考えられ
る.
3. シロオビゴマフカ ミキリ

Flalsomesose11a graci lior (BATES)
l f ,  石川郡鳥越村河原山,  10. VI 2000, 江崎功

二郎採集.
4. カスガキモ ンカ ミキリ

Paramenesia kasugensis (SEKI et KOBAYASHI)
1♀, 江沼郡山中町大土, 16. VII 2000, 江崎功二
郎採集.

参考文献

井付正行. 1998. カミキリムシ類.石川県のE!' t!, 197-217.
石川県環境安全部白然保,護i果.

北村l正一郎, 1982. 富山県産甲虫類の採集記録. AMICA,
(27): 23 - 97.

中井昭信, 1989. 富I ll lf1末記録の甲虫(1 ). AMICA, (30):
28.

佐々 治'ま1.之・ 井 ?_,重紀・ 酒并 弥・ ?藤「1弘・ 陶山治な:,
1998. カミキリムシ科. 福井県i i虫tほ (第2版),
229 -250. 'H井県自然環境保全調査研究会.

(石川県林業試験場, 江崎功=郎・ 八神德彦)

OAuletobius ptani frons (オトシプミ科) の採集
例

Auletobiusplanifrons SAwADA,1993 は, 原記載
時に, 西表島・ 石垣島・ 沖 本島・ 沖永.l;11部島・ 徳
之島 ・ 奄美大島・ トカラ中之島から記録されてい
る . 筆者らは新産地の与那国島を含む多数の本種の
標本を所持しているのでここに報告する.

7頭, 与那国島インビ岳,  12- l4. IV. 1997, 吉武
採集; 1 頭, 西表島浦内, 8- l t. IV. 1997, 吉武採集;
9 頭, 西表島白浜林道, 8-11. IV. 1997, 吉武採集;
72 頭, 石垣島バンナ公園, l -7. IV. 1997, 吉武・ 石
川採集; l8頭, 石垣島オモト岳, l -7. IV. l997, 吉
武採集; 5頭, 石垣島於茂登, 1-7. IV. l997, 石川 ・
吉武採集; 石垣島高田林適,  15-20. IV. l994, 松本
浩一採集; 6頭, 沖縄本島多野岳, l6-21. IV. 1997,
吉武採集; 10頭, 沖縄本島与那演習林, 16-21. IV.
l997, 吉武採集; 5頭, 沖縄本島大国林道,  16-21.
IV. 1997, 吉武採集; 5頭, 沖縄本島与那溺岳, l6-
21. IV. l997, 吉武採集; l 頭, 徳之島=京, l4. m.
1993, 岸本年郎採集; 4 頭,  奄美大島油井岳,  23-
26. IV. 1997, 吉武・ 石川採集; l 頭, 奄美大島高知
山, 23-26. IV. 1997, 吉武採集; l 頭, 奄美大島中央
林道, 23-26. IV. l997, 吉武採集; 2 頭, 奄美大島大
和村今里, 23-26. IV. l 997, 吉武採集.
大多数はスダジイの新梢から得られたもので, 石
垣島オモト岳産の一部はライ ト ・ トラップに飛来し
た.
常日頃から実に様々な面でご協力下さる松本浩

- , 岸本年郎両氏に感謝の意を表して結びとした
い.

(東京農大, 吉武 啓・ 石川 忠)
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コメツキムシの文献紹介 「中国医ili iPP甲国志」

鈴 木 亙

江 世宏 ・ 王 1?永 著. B5 版. 10+ l95 頁. 84 図,
4表, l6図版. 中文 (付英文摘要). 発行日: 1999
年12 月. 中国 、 ~出版社発行
[Economic click beetle fauna of China (Coleop-
tera: Elateridae). By S-H. JIANG & S-Y. WANG.
China Agriculture Press.]
中国経済昆虫誌をはじめ, 重要な昆虫の本を次々
と出している中国から,  コメッキムシ科甲虫の図説
が昨年暮れに出版された.   タイ トルにある 「叩甲」
とは,  コメツキムシ科の甲虫を示した中国名で, 大
陸中国ではこの名で分類名が
統一 されているようである
(台湾では, 日本でも使用し
ていた叩頭蟲を現在使用して
いる ).
本文は, 英文による摘要を
除いて, 中文で解説されてい
るので, 我々には少々読みづ
らいものとなっているが, 多
くの形態図と巻末に用意され
た16図版 (131 種)  もの原
色図がそれを十分に補ってく
れるだろう.  とくに図版は,
中国経済昆虫誌のカミキリム
シなどのそれとは比較になら
ないほどすばらしいものに仕
上がっており, 図鑑のように
眺めているだけでも楽しい.
本書の内容は, まずコメ ッ
キムシ科の概要とその分類学
的位置に始まり, 生活習性と
経済的重要性, 中国内におけ
る属・ 種の地理的分布が示さ

(Parapenthes), 4 新種 (Sternocampsus castaneus,
Parapenthesυanmacuiat gs,  Oaiop加s  obscuncoMis
Quasimus shaxianensis) の記載と21 種の中国新記
録 [既に記録のあるものも含む] があり,  中国だけ
でなく近隣地域のコメッキムシを調べる上で無視で
きない.  日本と共通の種も多く載せられており,  こ
の うちオオダイルリ ヒ ラ タ コ メ ッ キ A cten icen‘s
oda isam‘s (MIwA),  トラフコメ ッキ Setatosomus
onerosus (LEWIS), メスアカキマダラコメツキGam-
epenthesυersipe11is (LEWIS) の3 種は,  データを

れ, 続いて分類学的背最と成虫の形態的特徴の記述
がされている. 分類の項では, 亜科 (12), 属 (65),
種 (165) の検索表が用意され, 分類単位ごとにその
特徴が解説されている. 属までの検索表は, 既知属
の多くが取り上げられているので利用価値が高いも
のになっているが, 属内の種の検索表については,
30属しか用意されていないことや, すべての既知
種を対象としていないため, 利用はかなり限定され
たものになっている.
学術的にとくに重要なものとしては, l 新属

伴ったものとしては最初の記
録となる. ただし, オオダイ
ルリ ヒラタの記録について
は, 日本での分布域も広くな
いことに加え, 用意された原
色図の前胸背板の形状が異な
るため, 再検討が必要かと思
われる. また, 後2種も斑紋
の様式が日本産のものとはや
や異なるようである.
参考文献は18 頁にもわた
りかなりの数がリストアップ
されているが, 文中には引用
の明記がほとんどされていな
いため, 利用しにくいものに
なっている. また, 本書に掲
載された種と直接関わりのな
い文献が多く含まれているの
はどういう訳だろう. それか
ら, 細かいことになるが, 学
名や人名の綴りの誤りが非常
に多いこと, 学名索引の頁数
がそっく り抜けてしまってい

るのも利用側と しては気になった.
いずれにしても,  このようなコメッキムシの図説
が中国から出版されたのは初めてのことであり, 内
外の研究者にとって, 今後重要な文献となることは
間違いない. 本書の存在によって「叩甲」 に興味を
持つ多くの研究者が中国から育つことを期待した
い. 日本国内では亜東書店で入手できる. 4200円.
末筆ながら, 本書の存在をご教示いただいた大平
仁夫博士にお礼申し上げる.

(東京都世田谷区)

◇来年発行の第l33 号より甲虫ニュースが変わる◇
甲虫ニュース第 l83 号より編集方針が変更にな
ります. 大きな変更点は, 甲虫ニュース独自の編集
委員会を組織し, 従来の掲載内容に加え和文の原著
論文や地域甲虫相, 随筆, 採集記などをも取り扱い,

総説や解説, 論文等については1 段組になる点で
す.  原稿の送付先は,  これまでと同様,  l96-0012
東京都昭島市つつじが丘2-6-22-806 妹 俊男宛
にお願いします. 電子メールででも受け付けており
ます. senoh@ra2.so-net.ne.j p
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0 ミェクビァカジョウカイの記録
ミェクビアカジョウカイ Athemus (Athemeuus)

ωatanabei (IsHIDA et M. SAT0), l993 は二重県美杉
村の一重大学演習林で採集された9 l ♀の標本に
基づいて記載されたが, 記載後の追加記録は聞いて
いない. 名古屋女子大学において命名者の一人であ
る佐藤正孝博士に伺った話では,  これらの type標
本のすべては灯火採集の結果であるとのことだっ
た. 今回, 筆者は和歌山県龍神村において本種を採
集することができたので, 交尾器の図を添えて報
告する.

l f , 和歌山県龍神村護摩壇山, 13. V 2000, 桐山
功採集.

a b c
図1. ミ エ ク ヒ ア カ ジ ョ ウ 力 イ A themus

(Atheme11us) ωatanabei (IsHIDA et M. SAT0) の 交

尾器. a : 更面 b: 背面 c: 側面.
( スケール: 0.5 mm)

この個体は, 高野青E神スカイラインの護摩域山駐
車場にあるトイレで, 当日の早朝電灯に来ていたも
のである.

参考文献

IsHIDA, K., & M. SAT0,1993. A new Athemeltus (Coleopt_
Cantharidae) from Japan. Elytra, Tokyo, 21: 47-50.

(岐阜県岐阜市,  桐山 功)

0キリ クチマルハナノ ミダマシの九州の記録
キリクチマルハナノ ミダマシ Tohtezkus rufus

(SAKAI, 1980) は最初,  酒井雅博博士により愛媛県
産と徳島県産の標本を基に新属 (Subulistomeua) 新
種として記載されたものである. その後, Tohtez-
kus属に移されたが,  新産地は発見されていないよ
うである. 筆者は1L州で採集された標本を持ってい
るので, 報告しておきたい.

2 頭, 宮崎県北川町, 3. XI i979, M. TAKEIsHI採
集.
田中慎1コ氏から土壊性の甲虫を多数項いた中に
あったもので,  リタ一から得られたものと思われ
る.

参考文献

SAKAI, M., l 980. A new genus of Eucinetidae from Japan
(Coleoptera). Trans. Shikoku cfit. Soc., l5 (1/2):83-

85

No. 131 (Oc t. 2000)

(神奈川県小田原市, 平野幸彦)

0 Oehl,remora J'aponica ( ソゥムシ科) の越冬例
Ochyromera japomcaは1874 年にRoELoFsに
よって記載された種である. 本種は本州, ;し州およ
び琉球に分布し, 成虫がイヌマキから採集されるこ
とが知られているが, 越冬に関する報告はこれまで
のところないよ うである. 最近筆者は,  ケヤキの樹
皮下で越冬中に採集された本種の標本を検する機会
に恵まれたので記録する.

1 頭, 奈良県春日山, 5. 1.2000, 岡島賢太郎採集.
費重な標本を意与下さ った東京農業大学の岡島賢
太郎氏に深謝する.

(1L州大学, 吉武 啓)

◇大会報告◇
2000年度の日本鞘翅学会第13 回大会は, 例年と
は異なり, 真夏の7 月22 日 (土)~23 日 (日) 北海
道大学農学部において開催された.

, l_合、,識演中の西「', 港氏

初目は'「後から西島 浩氏の 「北海道の甲虫の近
年の移り変わり」 と題して記念識實が行われ, 数々
の興味深いお話があった. 14 時半から同定会があ
り, 珍しい虫が持ち込まれ, 多いに限わった. 続い
て17 時から総会が開かれ, 新しい役員の選出や自
然保護委員会の設立などが了承された. 最後は中央
食堂で想親会があり, 北海道の味を楽しみつつ, 虫
談に花をn美かせた. 飲み足りない人はすすき野あた
りに出掛けたようである.
翌目は9 時半から10件の口頭発表があり,  新し
い知見が述べられた. 'i'-後からはシンポジュウムが
開かれ「北に生きる甲虫たち」のタイトルのもとに,
石浜宣夫氏の「北海適の注目すべきカミキリムシ」
塚本建一氏の日本産食装性コガネムシ類の分布につ
いて」 岡本宗裕氏の 「DNAから見たクビナガオサ
ムシの系統関係」 などの話題提供があり, 論議百出
して盛り上がり,  時間を30分もオーバーした.  最
後に 5 部門の分科会があり, 17 時頃終了した. な
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甲虫ニュー ヌ

ー勝一股での採集会

お, 2 目間にわたり, 大講堂前踊り場で6 件のポス
ター発表があり, 多くの人が見入った.
今回の参加者はおよそ 100名で, 当目駆けっけた
人も多かった. 翌日は十勝三股での採集会もあり,
充分満足した顔でにこやかに散会していった.
末筆ではあるが, 大会準備に携わった多くの方々
に厚く御礼申し上げたい. 次回の第14 回大会は東
京農大で2001 年11 月17 日 (土)~ l8 日 (日) に
開催される.

(企画担当, 平野幸彦)

◇国際動物命名規約第4版日本語版の出版と頒布◇
「国際動物命名規約第4 版日本語版」 が日本動物
分類学関連学会連合から出版された. 英仏語版の規
約はA・年の1 月 l 日から発効しているが, この版か
ら動物命名法国際審議会の認定を受けた各国語版
も, 「英仏語版と同等の効力と意味と権威を有する
正文である」 ことが規定された.  このほど出版され
た日本語版は,  今年の7 月17 日付で同審議会から
正文であるとの認定が得られているので,  この版の
条文に基づいて命名法上のさまざまな処理が可能に
なった.  日本語版の出版により難解な英仏語版の条
文から解放されることは, 個々 の研究者のストレス
を軽減するばかりでなく, 動物分類学の普及にもi '貝
献するであろう.
日本語版はB5判, 152 頁,  クロス張ハー ドカ
バーでf演布価格は3000円 (送料込) である. 価格
の半分近くはロイヤリティーとして, 版権を持つ動
物命名法国際信。t に支払われる. 大きい財政赤字を
抱えている同信言1の接助にもなるので, 多くの会員
が購入して下さるようお願いする.
購入を希望される会員は, 氏名, 送付先住所, 電
話番号, 必要部数と, 公賀払いをご希望の場合はそ
れに必要な書類と通数, 売先および日付の記入方法
を明記の上, 下記へ申し込まれたい. なお, 電子
メ ールをお使いの会員は, ファクスではなく必ず
メ ールをお使い頂きたい.
購入申し込みおよび問い合わせ先:
国立科学博物館動物研究部 友国雅章
( tomokuni @kahaku.go. jp; Fax. 03-3364-

7104)

第 l31 号 (2000年10月)

◇会 告◇
最近, 海外,  とくにアジアの国々 で昆虫採集に関
する日本人のトラブルが多発しています. たとえば
今夏, 本会会員の l 人は台湾を出国する際, 同国の
保護昆虫 2 類に指定されている種の l つのクワガ
タムシ l 頭を所持していたことで逮捕され, 同国の
マスコミに大々的に報道されたうえ, 長期間にわた
り身柄を拘東されました. この件は, 保護昆虫に関
する最初の摘発とされるうえ, 速捕のきっかけが第
_者による通報によるものでした.  さらに, ベトナ
ムではハノイ近郊の著名な採集地であるタムダオで
2 名が,  また南部のバオロックでも 2 名が速捕され
る事件が起きました. 国立公園であるタムダオやク
クホンはもちろん, 国立公園外でも許可なしには採
集できない状況となっています. .

この他にも,  ここ数年の間に, 中国, インド,  ネ
パール,  スリランカ, インドネシア,  タイ, オース
トラリアなどでも採集旅行中の目本人が速捕された
り, 標本を没収されたりするなどのトラブルが伝え
られています.  これらは,  アジアとその周辺の国々
において,  とくに外国人による採集の規制が強化さ
れる傾向にあって, その内容が十分理解されていな
いためと考えられます. 採集と保護の問題について
は, 国によっても考え方が異なりますし, 法律事情
も異なっています. その法律を事前に十分把握する
ことは必ずしも容易ではありませんが, いずれにし
ても自由に採集活動が行える地域はむしろ締と思わ
れます. 本会会員におかれても, 海外での採集にあ
たっては, 現地の状況を十分理解し,  トラブルのな
いようご留意いただくようお願いいたします.

(会長・ 自然保護委員会委員長)
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